
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   52301 住民参画のまちづくり    （県土整備部） 

        52302  美しい景観づくり       （県土整備部） 

   （主担当部局：県土整備部） 

              

＜施策の目的＞ 

 （対象）地域住民、市町村が 

 （意図）地域の個性を生かし、魅力ある美しい生活空間を備えたまちづくりを参画と協働で進 

めている。 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値   ― ６５０   ８００   ８５０ 住民参画でまちづく

りに取り組んでいる

団体数（団体） 実績値   ６４２   ７６０   

 ※地区の社会資本整備や景観づくりに住民参画、協働により積極的に取り組んでいる団体数 

 
＜平成１８年度に残っている課題＞ 
① 地域住民の創意工夫やニーズを反映した社会資本の整備・管理を進めていくため、住民参画
のガイドラインの策定や各種研修、モデル事業の実践を行っていますが、今後は、各種社会

資本整備において協働による取組を広く実施し、県民との協働を定着していく必要がありま

す。 
② 平成１６年７月に「熊野古道」が世界遺産登録されたことから、観光客が増加し、地域への
関心が高まりつつあります。このため、個性豊かで魅力あるまちづくりや観光客が訪れたく

なるまちづくりを、地域住民や市町との協働により推進していく必要があります。 
③ 平成１７年６月に景観法が全面施行されたことや、平成２５年の式年遷宮に県内外から多くの
来訪者を迎える中で、県民や事業者、市町とともに、美しい景観づくりを県内全域で展開して

いくことが求められています。 
 
＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 

① 道路整備や河川整備など、県が実施する社会資本整備において、平成１７年度に作成する住
民参画のためのガイドラインに基づき、事業の計画策定、実施、管理の各段階において、県

民との情報共有、対話、協働の取組を実践します。そのため、社会資本整備における県民と

の協働にかかる各種研修や普及啓発、住民参画による取組に対する支援を行います。 
② 松阪・東紀州地域において、地域住民や行政が協働で策定した｢交流空間整備計画」をもとに、
引き続き、地域住民が主体的に取り組むソフト事業や県道の修景整備などのハード事業を実

施し、良好な景観や歴史的な街並みなどの地域資源を活かした交流空間づくりを進めます。 

③ 美しい景観づくりを県内全域で展開していくため、長期的、総合的視野に立った景観づくり
の目標や基本方向を示す「三重県景観計画」の策定などを進めるとともに、「醜い景観」であ

る違反広告物などの排除対策を実施します。また、県民や事業者、市町への普及啓発や地域

が進める景観づくりの支援、景観に配慮した公共事業の実施など、県民や事業者、市町とと

５２３ 住民参画によるまちづく  

    りの推進 



 

もに美しい景観づくりに向けた取組を進めます。 
 
＜主な事業＞ 
① （新）住民参画の県土づくり推進事業【基本事業名：52301 住民参画のまちづくり】 

  当初予算額：⑰  －   千円 → ⑱ ４，５５７千円 

事業概要：平成１７年度に作成するガイドラインを活用し、公共事業の構想から維持管理ま

での各段階において、情報共有や対話の場を設け、協働を進めます。 

また、公共事業の制度内容や工事状況などの情報を県民へ情報発信するとともに

行政職員、県民に対して協働に関する普及啓発、研修などに取り組みます。 

 

② （重）松阪・東紀州地域交流空間創造事業【基本事業名：52302 美しい景観づくり】 

  当初予算額：⑰ ２，４０８千円 → ⑱ ４，４０８千円 

  事業概要：歴史と文化を活かしたまちづくりを目指している松阪市や「熊野古道」の世界遺

産登録された東紀州地域において、それぞれの地域資源を利活用した景観や街並

みを創造していくため、平成１６年度に策定した「交流空間整備計画」をもとに、

地域住民や市町との協働により交流空間づくりを実践します。 

 

③ （一部重）まちづくりプロジェクト事業【基本事業名：52301 住民参画のまちづくり】 

  当初予算額：⑰ ３３４，０００千円 → ⑱ ４７８，４００千円 

  事業概要：景観づくりやまち並みづくりに寄与する社会資本整備として、地域住民や市町と

の協働により策定した計画に基づき、県道などの県有施設について、自然や歴史・

文化など地域資源を生かした修景整備を実施します。 

 

④ （新）三重県景観計画策定事業【基本事業名：52302 美しい景観づくり】 

当初予算額：⑰   －   千円 → ⑱ １８，９３３千円 

  事業概要：景観法の施行により県が景観行政団体となったことから、広域的な行政主体とし

て長期的、総合的視野に立った景観づくりの目標や基本的方向を明らかにするた

め、「三重県景観計画」を策定するとともに、醜い景観の排除につなげていくため

景観基礎調査を実施します。 
 

⑤ みえの景観づくり推進事業【基本事業名：52302 美しい景観づくり】 

  当初予算額：⑰ ４，３２５千円 → ⑱ ３，６０１千円 

  事業概要：平成１７年６月に景観法が全面施行されたことを受け、景観交流会・景観セミナ

ーの開催など県民や事業者、行政職員の景観づくりに対する普及啓発を行うとと

もに、景観アドバイザーの派遣など市町が行う景観づくりを支援します。 
 


